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この資料は、登山関係者のみならず、
全ての人を対象として活用頂けるよう作
成しています。
私達には、ウイルスの蔓延を遅らせる
ための役割が求められています。
経済活動を再開するためには、ウィル
スにさらされるリスクを減らし、全員が
一緒に前進する必要があります。
社会活動が再開し、継続するには、
日々更新されていく情報を基に感染対策
を実施することが必要です。

当機構は、全ての人が必要な知識を備
え、行動し、強く・優しく・賢明な文化
を築くために努めています。

We’re all in this together! 
私たち皆が, 一つになる時です！
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Q : 新型コロナウィルスはいつまで生きているの？
A : 物体表面の新型コロナウィルスは、数時間から数日で自然に死滅
します。気温が高く、日光に曝されると時間が短縮されます。
ドアノブなどウイルスに汚染したところを触れると目や口から感染
することがあります。

1.新型コロナウィルスの特徴

Q : 新型コロナウィルスはどのように感染しますか？

Q : 新型コロナウィルスは、どのような人から感染しますか？

A : 蚊による媒介は無い、というのが、CDCとWHO(World Health 
Organization 世界保健機構)の見解です。
米国の野生生物やコウモリにウィルスが広まっているという証拠はあ
りません。また、野生動物やコウモリがウイルスに感染した場合、人
を含む他の動物に感染するかは分かりません。しかし、野生生物は他
の病気を運ぶことがあるので、餌を与えたり、糞に触れたりしないで
ください。

Q : 新型コロナウィルスは蚊や野生動物から感染しますか？

A：「飛沫感染」と「接触感染」です。
「飛沫感染」は感染した人が咳やくしゃみをした時にウイルスが放出
され、他の人がそのウイルスを 口・鼻などから吸い込んで感染します。
「接触感染」は、感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で
周りの物に触れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイ
ルスが手に付着し、その手で口・目・鼻を触ると粘膜から感染します。

A：症状がある人からの感染力が高いですが、ウィルスに感染しても症状
のない人が多いことや、最終的に症状が出る人でも、その前から他の
人にウィルスを感染させ得ることが分かりました。つまり、ウィルス
は、症状が出る前の人との会話によっても広がる可能性があります。

Q : 感染疑いのある人がいた施設はいつから使えますか？
A : 感染疑いのある人が退去して７日経過すれば、ウィルスは死滅すると
されています。７日以上経過した施設は、消毒なく使用できます。７
日以内の場合は、適切な消毒をすれば使用できます。
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Q : 道路の表面から新型コロナウィルスは広がりますか？
A : 道路表面からの新型コロナウィルスの広がりは非常に低くここへの消
毒は効果的ではない、とされています。

Q : 新型コロナウィルスを死滅させる消毒方法はありますか？
A : 表面に付着している新型コロナウィルスに対しては、70%以上のアル
コール、あるいは、0.1%次亜塩素酸ナトリウム液で１分以上湿らすこと
が有効とされています。

A : 一般に、新型コロナウィルスは、低温や乾燥した環境に比べると、高
温および高湿度で生存が短くなります。ただし、このウイルスの直接
的なデータは未だなく、必要な温度は、表面の材料、環境などに基づ
きます。消毒できる温度は特定されていません。

Q : 新型コロナウィルスはどの程度の温度で死滅しますか？

①ウィルス検査（PCR検査）：

Q : 新型コロナウィルスへの感染確認にはどのような検査がありますか？
A : 大きく２つの方法があります。

現在感染しているかを確認します。
鼻咽頭粘膜を擦って採取し、ウィルスが存在するかを検査します。結
果が陰性の場合は、検査をした時点ではおそらく感染していません。
しかし、感染の初期（体内のウィルスが量が少ない）に検査をした場
合は、後で陽性となる可能性があります。 つまりPCR検査陰性だから
と言って感染している可能性を否定はできないのです。

②抗体検査：
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それ以前に感染したことがあるかどうかがわかります。
ウィルスに感染すると、１～３週間で抗体が産生され、血液を採取す
ることで、抗体の存在が分かります。抗体が陽性であれば、感染して
いたと言えますが、この抗体が、どの程度の免疫力を持っているのか
（もう感染しないのか）、抗体がいつまで体に存続するのか（抗体が
消えてしまえば再び感染するのか）は、まだわかっていません。また、
抗体が陽性でも、ウィルスは体内に生存（感染）している可能性もあ
ります。



2.医療施設外での感染防護について
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3. 重篤化している人の特徴
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高齢者や、治療を要する持病を持つあらゆる年齢の人々は、
新型コロナウィルスによる病気のリスクを高めることが報告されています。
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４. 「洗浄」と「消毒」の違い

「洗浄」と「消毒」

š	Ü

「CLEAN」

	«�Ÿ
「DISINFET」

���•�›�X�q�`�z�¢�Ÿ�ç�µ�› �n�’�b


¯�Ø�w�¢�Ÿ�ç�µ�› �®�Ó�^�d�”

日常の基本ステップ

使い捨て手袋を着用①

②

③

石鹸(洗剤)と水で表面を洗浄

消毒剤の使用

洗浄 (CLEAN)の方法
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消毒 (DISINFECT)の方法
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消毒がしやすい素材

石鹸(洗剤)と水(CLEAN)で良いもの
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洗浄(CLEAN)だけで良い部分と消毒(DISINFECT)まですべきは？
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消毒が難しい素材
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石木材 カーペット
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0.1%次亜塩素酸ナトリウム液の作り方
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原液の次亜塩素酸ナトリイウム液の濃度（％!"##）
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原液の量(ml)
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0.1%(1000ppm)
作りたい総量 原液の量＋水の量
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作りたい量（$%）×作りたい次亜塩素酸ナトリウム液の濃度（％!"##）
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◯ 開設前に一時撤去が好ましいもの
共有する布団、枕、寝袋、座布団、仕切用の布製カーテンなど

ツルツルした多孔性でない素材（ビニールなど) で覆う
◯ 消毒できるようにビニールなどでカバーをして使用できるもの

木製テーブル、木製椅子、電子機器

◯ 毎日薬剤消毒すべきところを決めておく
テーブル、ドアノブ、照明スイッチ、調理台、電話、キーボード、
トイレ（便座、床、ドアノブなど具体的に)、寝室の床、蛇口、鍵など

消毒できる備品に整える

作業計画
◯ 定期的な日常の掃除

◯ 消毒が必要と決めた箇所への消毒と実施済みチェックリスト作成
１日数回行うことが望ましい。
実施毎に、実施済みをチェックできるリストを作成し貼出す。

◯ 消毒担当者の決定とローテーション考案
リスト貼出で衛生管理の周知を行う。

① 「清掃すべき」と「消毒すべき」箇所を決める

5. 山小屋の利用再開に向けて

下駄箱、床や壁（人の手が届く高さ）

◯ トイレ専用のスリッパ（消毒できる素材）を用意する

◯ 毎日の薬剤消毒の実施時刻(回数)を決定しておく

)



② 入館前のスクリーニング

5. 山小屋の利用再開に向けて
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スクリーニングブースと隔離部屋の設置

入館前のスクリーニングブース
（スタッフ）
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登山者各自の準備品
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③ 登山者の感染防止対策

5. 山小屋の利用再開に向けて

感染防護
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手洗い励行

※  水源や浄化システム等で限界あれば、アルコール消毒のみで良い。
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トイレの出入口、食堂の出入口など、床の境界に赤線テープを貼っ
ておき、通る時は、必ず消毒することがわかるようにする。

!!
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パーテーション
パーテーション表面
はビニール素材。
床に隙間を作らない。
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④スタッフの感染防止対策

5. 山小屋の利用再開に向けて

スタッフ部屋にウィルスを持ち込まないこと
が非常に重要！

ゾーニング
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スタッフ
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生活用品を共有しない
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物理的な登山者とのスペース確保
（受付）
アクリル板やビニールで、パーテーションを作る。
床に印をつけるなど、距離を保つ。

（食事）
予めテーブルに配膳して、食事を提供するか、
トレイに準備したものを各自で運ばせる。
ご飯、味噌汁など、しゃもじやお玉を共有させないため、
セルフサービスはしない。

従業員のスクリーニング
入山前、小屋に入る前、起床時に自室内で、各自が体温を測定。
37.5℃以上、呼吸器症状がある場合は、自室に留まる。

手洗い
液体石鹸を用い流水で20秒間※ 、さらに60%以上のアルコール。
石鹸と水での手洗いが不可なら70%以上のアルコール。
以下のタイミングで実施する。

! 鼻をかんだり、咳やくしゃみをした後。
! トイレ使用後。
! 調理の前・間・後
! 食べる前
! ゴミに触れた後
! 勤務シフト前後
! 休憩前後
! 客の物に触れた後

セルフサービス

※  水源や浄化システム等で限界あれ
ば、アルコール消毒のみで良い。

スタッフ部屋を出る時に感染防護具を着用し、入る前に脱ぐ。
何を装着するか、着方、脱ぎ方、は５. ⑤⑥を参照。

防護具をいつ着て、いつ脱ぐか？
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⑤ 消毒や防護資機材の手配

5. 山小屋の利用再開に向けて

衛生・消毒用品
・液体石鹸
・手洗い後のペーパータオル
・アルコールベースの手指消毒剤（最低60%以上、70%以上が理想）

共用に加え、スタッフ個人用があるとさらに良い
・次亜塩素酸ナトリウム液（ハイターなど）
・次亜塩素酸ナトリウム液を溶解するタンクやボトル
・トイレ専用スリッパ
・防護具を拭くペーパータオル
・足踏み式ゴミ箱(スタッフ部屋前）
・床やテーブルなどを覆うビニール

防護用品
・マスク
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ó
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N95マスク、サージカルマスクは、優先的に医療機関に配置される等、
供給が困難であり、入手や利用が制限されていることが多い。

・フェイスシールド
・ゴーグル
・キャップ (髪全て,耳を覆う)
・使い捨て手袋
・ビニールカッパ
・拭き取れる素材の靴
・防護具着用を確認する鏡

紙は上から１枚ずつ
引き出せるように。

70%

以下を十分量確保する。
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必要なもの：バンダナ（または約50センチ四方の綿布）
輪ゴム ２つ

山小屋で作れる『バンダナのフェイスカバー』

半分に折る
上と下を
内側に折る

輪ゴムを15cm
開けて置く

両端を中央へ
たたむ

1 2 3 4 5
6

鼻から顎まで
広げて使用

!%

(マスクや顔を触らないようになるので、接触感染防止にオススメ！）



�©�ß�¿�Ó�z	��>�z�Ú�µ�«�z�Ñ�£� �µ�³�”�ç�Å �z�¨�¢�ï

!"#$% &'()* %+,

使い捨て
脱ぐ時は外面を内側にくるむ

ビニール素材
（シャワーキャップ）
外表面を消毒して再生可能
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再利用する場合

再利用時の消毒
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せればOK. )
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5. 山小屋の利用再開に向けて

⑥ スタッフの管理とトレーニング

防護具の着方、脱ぎ方、消毒、廃棄
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スタッフ部屋を出る時に正しく着る
入る前に正しく脱ぐ
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管理者が確認できるスタッフの感染防止状況
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時間がかかる

精神的な疲労がある
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管理者が配慮すること
余裕のある業務
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管理者が知っておくべきこと
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管理者が実施するトレーニング
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登山者が準備する持参品
マスク
アルコールジェル（60%以上）
ティッシュ
ジプロック（ゴミ袋用）
山小屋の場合は、寝袋・マット
Option: フェイスシールド

６. 登山者に向けて

マスク

ソーシャルディスタンス

手洗い
Q&A
Q：登山中のマスクは苦しい？
A：ヒマラヤのトレッキングでも、ホコリを吸わないように、マスクや布
を巻いて歩く人が多いですよ！

Q：登山中のソーシャルディスタンスは？
A：明確にされていません。風上でくしゃみをしたら、飛散してきます。
余裕のある距離が望ましいです。

布製でOK!  
山小屋では入館時から装着、寝る時も着用！

マスクはソーシャルディスタンスの代わりではありません！

石鹸と水が使えなければ、
アルコールを使用しましょう！

「うつさない」みんなで守って「うつらない」
強く 優しく 賢明な登山者であろう！

感染者の枕にウィルスが多く検出されたと報告されています。
寝具は共有してはいけません！
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７. 公園管理者に向けて

毎日の予防促進
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清潔なトイレと水場の維持
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定期的な消毒
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支援と指導
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衛生用品
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８. 山岳遭難救助隊に向けて

全ての要救助者に対し感染防止対策を行う
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要救助者にしてもらう感染防止対策
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救助者の感染防止対策
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こちらに関しては、別途、資料の用意がありますので、必要な救助機関におかれましては、当機構まで
ご連絡ください。
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終わりに

本資料は「準備と計画」に焦点を当て作成しまし
た。感染者への対応や、感染疑いが発生した場合
の対応については、取り上げておりません。

今後、科学の進歩や新たな情報により、訂正や補
足が生じた場合は、随時更新して参ります。
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